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	時  間
	テーマ
	講  師（敬称略）

	８

月

１０

日

(土)
	10：00～11：30
	おとなの発達障害　概論
	こころとそだちのクリニックむすびめ院長　
田中　康雄

	
	11：30～12：30
	昼　食　（各自でお取り願います）

	
	12：30～14：00
	おとなの広汎性発達障害
	札幌こころの診療所　　　　　　中野　育子

	
	14：15～15：45
	おとなのＡＤＨＤ
	奈良教育大学　　　　　　　　　根來　秀樹

	
	16：00～17：00
	討　　論
	出講講師

	８

月

１１

日

(日)
	 9：00～10：30
	発達障害を疑って受診する事例への、一般精神科外来での理解と対応
	川崎医科大学　　　　　　　　　村上　伸治

	
	10：45～12：15
	発達障害と教育
	大正大学　　　　　　　    　　川俣　智路

	
	12：15～13：15
	昼　食　（各自でお取り願います）

	
	13：15～14：45
	当事者としての生活
	   　　　　　　　　　　 　　　村上　由美

	
	15：00～16：00
	討　　論
	出講講師
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おとなの発達障害


～ どう理解して応援するか ～








期　　日： ２０1３年　８月１０日（土）～１１日（日）


受講対象： 教育、医療、相談、福祉、保育の各機関・現場の専門家および興味のある方々


定　　員：１２０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１０,０００円（税込み）　※昼食は各自でお取り願います 


会　　場： 北海道大学学術交流会館　第一会議室　札幌市北区北8条西5丁目


JR「札幌駅」徒歩１０分　　地下鉄南北線・東豊線「札幌駅」徒歩15分


地下鉄南北線「北12条駅」徒歩１０分　　※詳細地図は受講証に添付いたします


主　　催： 公益財団法人　明治安田こころの健康財団 　 TEL：03-3986-7021





　最近、おとなの発達障害についての関心が高まってきていると思います。実際、われわれのクリニックにも「自分は発達障害ではないでしょうか」、「上司から発達障害かもしれないから一度診てもらうように言われました」、「妻から発達障害の本を渡されて読んでみたら、自分のことが書いてありました」ということで、相談にみえるかたが少なくありません。


　しかしおとなの発達障害は、その臨床症状が多岐にわたり、正しく理解することは容易ではありません。これまでどのような育ちをしてきたかを、詳しく聞き取り、人間関係や学習、日々の生活のつまづきについて、聴き続けないといけません。


　また、おとなになってから、徐々にあるいは明らかに生きにくくなった場合、はたしてそれは発達障害の特性だけに責任があるとも言えません。おそらく、特性を、弱点としてその人を追い詰めた環境状況があるのではないでしょうか。


　おとなの発達障害について、僕たちは、まだ十分な経験をもつまでにはいたっていませんが、現時点で、できる限り「どう理解して応援するか」を考えてみたいと思います。


　第１日目は、医学的な検討をします。おとなの発達障害のなかでも、おそらく代表的な特性である、広汎性発達障害とＡＤＨＤについて、主に臨床症状に絞って解説していただきます。第２日目は、生活との関わりへ広げたいと思います。教育の現場との関連、一般精神科外来の情況、そして当事者として生活をどう捉えているか、ということについて、学びたいと思います。


　今年も夏の北海道でお会いすることを楽しみにしています。より深く、もっと広く、学びあいましょう。　


【こころとそだちのクリニック　むすびめ　院長　田中 康雄 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





※ 時間割・テーマ等は、多少変更となる場合があります。その際はご了承願います。





プログラム　














